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１  会 派 視 察 （ 市 内 ）  

 

２  期   日  

令 和 ４ 年 １ １ 月 ９ 日 （ 水 ） 

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 流 山 小 学 校  

 （ ２ ） 南 流 山 中 学 校  

（ ３ ） 南 流 山 中 学 校 移 転 用 地 （ 旧 東 洋 学 園 大 学 キ ャ ン パ ス ）  

 

４  所 感 等  

 ■ 流 山 小 学 校 （ Ｒ ４ 年 ５ 月 １ 日 時 点 の 児 童 数 １ ０ ７ ８ 人 、 ３ ７  

学 級 （ う ち 特 別 支 援 学 級 ５ 学 級 ） 、 校 舎 築 年 数 ５ ０ ～ ５ ８ 年 ）

に つ い て 、 ト イ レ な ど 部 分 的 改 修 は 実 施 さ れ て い る も の の 、 最

も 古 い 校 舎 で は 築 ５ ８ 年 が 経 過 し 、 施 設 の 老 朽 化 へ の 対 応 の み

な ら ず 、 給 水 ・ 排 水 の 配 管 や 体 育 館 放 送 設 備 等 も 経 年 的 な 劣 化

に 対 す る 計 画 的 対 応 の 必 要 性 を 理 解 で き た 。  

ま た 、 教 室 内 の ロ ッ カ ー の 大 き さ は 、 教 科 書 と 教 科 書 に 合 わ

せ た ラ ン ド セ ル の サ イ ズ u p も あ り 、ハ ー ド 面 で の 改 修 と 一 体 で 、

改 善 す る 必 要 性 を 知 る こ と が で き た 。  

今 後 、 学 校 敷 地 面 積 上 の 制 約 を 加 味 し つ つ 、 校 舎 の 建 て 替 え

及 び 老 朽 化 へ の 改 修 を 進 め る こ と が 迫 ら れ て い る 。 同 時 に 、 ①

児 童 数 の 増 減 を 加 味 し た 対 応 、 ② 全 学 年 ３ ５ 人 学 級 以 下 を 想 定

し た 対 応 、③ IＣ Ｔ や 電 子 黒 板 等 新 規 導 入 を に ら ん だ 対 応 と と も

に 、 特 に ④ 学 校 の 適 正 規 模 及 び 、 ⑤ 学 区 内 で の 児 童 急 増 要 件 へ

の 対 応 は 早 急 な ル ー ル 化 が 迫 ら れ る と 考 え る 。  



市 内 で 最 初 に で き た 情 緒 の 特 別 支 援 教 室 を 見 学 す る こ と が で

き た 。                           

Ｈ ２ ７ 年 暮 れ に 流 山 小 学 校 情 緒 支 援 学 級 親 の 会 の 方 か ら 、 近

隣 市 に く ら べ て 少 な い 情 緒 学 級 を 増 や し て ほ し い と の 訴 え が 届

い た 。 会 派 で は 、 翌 年 度 に 近 隣 市 の 視 察 も お こ な い 一 般 質 問 や

決 算 委 員 会 で 取 り 上 げ た 経 緯 が あ る 。 現 在 の 小 島 校 長 は 当 時 教

育 委 員 会 に 所 属 し 、 野 田 市 の 状 況 を 研 究 し 、 議 会 質 問 の 答 弁 書

を 書 い た と の こ と 。 私 た ち の 問 題 提 起 も あ り 、 そ の 後 、 情 緒 学

級 の 設 置 が ひ ろ が っ た が 、 そ の 原 点 と し て の 流 山 小 学 校 の 特 別

支 援 教 室 を 見 る こ と が で き て 感 慨 深 い も の が あ っ た 。  

                              

 ■ 南 流 山 中 学 校 （ Ｒ ４ 年 ５ 月 １ 日 時 点 の 生 徒 数 ６ ０ ０ 人 、 ２ ２  

学 級 （ う ち 特 別 支 援 学 級 ４ 学 級 ） 、 校 舎 築 年 数 ３ ２ ～ ３ ９ 年 ）

に つ い て 、 Ｒ ６ 年 ４ 月 に 旧 東 洋 学 園 大 学 跡 地 へ の 引 っ 越 し を 控

え 、 必 要 な ソ フ ト ・ ハ ー ド で の 対 応 の 必 要 性 を 理 解 で き た 。  

 特 に 、 中 学 生 と 小 学 生 と の 身 体 的 違 い （ 身 長 や 高 さ ） だ け で

は な く 、 各 施 設 や 各 備 品 に つ い て 、 危 険 性 を 把 握 （ 理 解 ） し 、

行 動 す る 発 達 段 階 の 違 い を 想 定 し た 改 修 ・ 準 備 等 の 必 要 性 を 知

る こ と が で き た 。  

ま た 、 Ｒ ５ 年 度 末 ま で 、 中 学 生 の 義 務 教 育 や 、 受 験 に 責 任 を

持 ち つ つ 、 Ｒ ６ 年 ４ 月 に は 旧 東 洋 学 園 大 学 へ の 引 っ 越 し と 開 校

準 備 、 南 流 山 第 ２ 小 学 校 （ 仮 称 ） と し て の 開 校 準 備 を 一 体 的 、

同 時 進 行 で 取 り 組 む 困 難 さ を 深 め る こ と が で き た 。                       

  中 学 校 の 移 転 及 び 南 流 山 第 ２ 小 学 校 （ 仮 称 ） の 開 設 は 、 児 童  

生 徒 及 び 教 職 員 に は 責 任 は な い こ と か ら 、 必 要 な 経 費 を し っ か  

り 確 保 す る こ と が 非 常 に 重 要 で あ る と 考 え る 。  

特 に 、 想 定 が 困 難 な 千 葉 県 の 採 用 ・ 配 置 ・ 移 動 す る 教 職 員 が  

一 体 感 を 維 持 し つ つ 、 生 徒 の 思 い 出 作 り 、 校 歌 を は じ め と し た

南 流 山 中 学 校 の 伝 統 の 伝 承 、 新 し い 学 校 環 境 で の 新 規 ス タ ー ト

（ 小 中 学 校 で 異 な る 学 校 内 の 装 飾 や 生 徒 の 通 学 経 路 に お け る 安

全 確 保 等 ） を 保 障 す る た め の 、 財 政 的 、 人 的 等 の 支 援 ・ 準 備 が

特 に 重 要 と 考 え る 。                              

                              



 ■ 南 流 山 中 学 校 移 転 用 地 （ 旧 東 洋 学 園 大 学 キ ャ ン パ ス ） に つ い

て 、 大 学 キ ャ ン パ ス を 活 用 し た 中 学 校 運 営 に と ど ま ら ず 、 南 流

山 中 学 校 の 利 用 敷 地 を １ ． ５ 倍 化 し た 経 緯 （ 私 立 中 学 校 利 用 断

念 に 伴 う 公 立 中 学 校 の 利 活 用 優 先 ） が 将 来 的 に 大 き な 教 育 効 果

を 発 揮 で き る よ う 財 政 的 、 人 的 （ 植 栽 の 専 門 的 管 理 責 任 者 の 配

置 、 校 舎 外 壁 の タ イ ル 対 応 （ 剥 離 ・ 落 下 防 止 及 び 維 持 管 理 の た

め の 業 務 委 託 ） 等 、 小 中 学 校 に は 通 常 、 配 置 さ れ て い な い も の

の 、 旧 東 洋 学 園 大 学 キ ャ ン パ ス の 学 校 環 境 を 保 全 す る 上 で 、 必

要 な 支 援 が 必 要 と 考 え る 。  

  移 転 先 は 、 八 木 中 学 区 で あ り 、 立 地 条 件 に よ る 生 徒 の 通 学 手

段 は 自 転 車 通 学 も 大 き な 割 合 を 占 め る こ と に な る 。 現 在 の 見 込

み で は 、 自 転 車 通 学 が ５ ０ ０ 台 前 後 に も な る こ と か ら 、 安 全 対

策 を し っ か り 取 り 組 む こ と が 求 め ら れ る 。 党 は 既 存 道 路 使 用 に

よ る 安 全 対 策 に 加 え 、 松 戸 市 同 様 に 坂 川 の 土 手 整 備 を 提 案 し て

お り 、 引 き 続 き 、 開 校 ま で の 間 、 注 視 し た い 。                              


